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よいものをつくるには

全員の高い品質意識

そのものを作るための固有の技術

その技術を上手に使うための管理の技術

これらの教育・訓練

組織的な品質保証活動
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設計設計

製造製造検査検査

補償補償

補償ロス補償ロス

検査ロス検査ロス

製造ロス製造ロス

消費者保護・危機管理

PDPC法

故障解析
ワイブル解析

狭義の品質管理

検査法
抜き取り検査
測定システム解析MSA
ゲージR&R

工程管理
工程能力調査
工程解析
因果分析 特性要因図
統計的工程管理SPC
管理図 ヒストグラム
工程能力指数 工程性能指数
良品製造工程

設計管理
品質機能展開QFD

タグチメソッド

信頼性技法

実験計画法
多変量解析法

予測の技術

消費者が要求する品質が十分に満たされることを保証するために，生産者が行なう

体系的活動

品質保証
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統計量の計算

確率と分布

正規分布

二項分布

ポアソン分布

仮説検定と推定

予測と制御ሺ𝑠𝑖𝑚𝑢𝑙𝑎𝑡𝑖𝑜𝑛ሻ

構造式ሺ𝑚𝑜𝑑𝑒𝑙𝑖𝑛𝑔ሻ

上手なとり方 正しい解析

⺟集団数2⺟集団数1⺟数

𝑡𝑡⺟平均

𝐹𝜒ଶ⺟分散

データሺ𝑑𝑎𝑡𝑎ሻ

𝑠 ൌ 𝑉

𝑥̅ ൌ
Σ𝑥௜
𝑛

𝑉 ൌ
Σ 𝑥௜ െ 𝑥̅ ଶ

𝑛 െ 1

⺟集団数2⺟集団数1⺟数

𝑢𝑢⺟⽐率

𝑢𝑢⺟⽋点

実験計画法 回帰分析

分散分析
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事実で判断

重点指向

ばらつきを尺度とする

因果関係の利用

標準化

QC的考え方
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QC的問題解決の勘所

何がどうなっているか→何がどうなればよいか→何をどうすればよいか

帰納法的問題解決
X不良の原因は残念ながら分かっていない
X不良が発生する都度に，X不良を多面的に観察し，特徴を導き出す
得られた特徴から，X不良の発生の原因になりそうな要因を列挙する
列挙された要因について，データに基づいて原因であるかどうかを検証する
その原因を除去する方法を複数案作成する
複数案を評価し，対策案を選択する
対策案を実施し，効果を確認する
所与の効果が得られたら，必要に応じて標準化する

演繹的問題解決
技術的知見から，X不良の原因はCであることが分かっている
今まさにX不良が発生した，したがって原因Cに処置を施す
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問題解決の手順

手順1 テーマの選定
手順2 現状の把握
手順3 目標の設定
手順4 活動計画の作成
手順5 要因の解析
手順6 対策の検討と実施
手順7 効果の確認
手順8 標準化と管理の定着
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重点指向(パレート図) 

 何を取り上げるか 

 何は取り上げないか 

特性：ずれを測る尺度 

 単調生と再現性 ずれ 問 題

あるべき姿や望ましい状態を定義する 

 誰にとっての望ましい状態か 

現状を調査する 

 事実に基づいて調査する 

問題の分類  

 ゼロ問題：ゼロが望ましい 

 低下問題：ゼロは意味を持たないが 

少ない方が望ましい 

 増加問題：多い方が望ましい 

低下・増加問題はゼロ問題に変形する 

特性 

 計量値 

 計数値 

変 換 

変 換 

目標の設定 

 何を 

 どれぐらいに 

 いつまでに 

現状把握(過去のデータ) 

 まとめてみる(ヒストグラム) 

 時間軸でのばしてみる(管理図・グラフ) 

 分けてみる(層別) 

 問題の症状をつかむ 

仮説の設定 

特性要因図と系統図の利用 

 現物を現場で現実的に観る 

 現状把握で分かった状態を具体的に記述する 

 多くの要因を挙げる 

 メカニズムも考える 

 データ採取や制御ができるところまで具体化する 

仮説の検証 

 データ解析(日常・実験データ) 

 要因と結果とが対になったデータを集める 

 要因と結果との関係を定量的につかむ 

 量的な要因は散布図を使う 

 質的な要因は結果を層別する 

対策の検討と実施 

 いくつかの対策案を出す 

 案を評価し選択する 

 実施計画と仮標準を作成する 

 対策を実施する 

効果の確認 

 対策前後での特性の比較 

 目標との比較 

 副作用の考慮(他の特性) 

標準化・管理の定着 

 重要な原因は標準化する 

 管理項目の抽出 

 管理水準の設定 

 異常時の処置方法 

 管理図を用いた工程管理 

 QC工程図の作成・改訂 

入力および変換 

 Man 

 Machine 

 Material 

 Method 

 Measurement 

 Environment 

 Time 

 Information 

Y

y

X  

C  

x  

c  

テーマの選定 

 上位方針との連携 

 結果系のテーマとする 

 悪さを具体的に表現する 

QC的問題解決手順の俯瞰図
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：問題や課題を設定する

：データ採取と解析方法を計画する

：データを採取する

：データを解析する

：解析結果にもとづいて結論をまとめる
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